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新型コロナウイルス感染症に関する教職員の対応について 

 

 現在、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)が世界的に流行し、国内各地でも多数の感染者が報告される

など、更なる感染拡大が懸念されています。 

また、ご承知のとおり、政府より小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における一斉臨時休業を

要請する方針が示されました。このような状況を鑑み、本学においてもインフルエンザ等（感染症）対策本

部を設置し、慎重に検討した結果、本日より2020年(令和2年)3月22日(日)までの間、教職員については下記

の対応をとることとします。 

なお、政府から「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」が出されておりますので、確認の上、感染

予防に十分注意してください(https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000599698.pdf)。また、最新版

の「新型コロナウイルスを防ぐには」、「新型コロナウイルスQ＆A」及び「新型コロナウイルスの集団感染を

防ぐために」を添付しますので、併せて確認してください。発熱等の風邪の症状がみられるときは、無理を

せずに自宅で休養してください。 

下記は現時点での対応であり、今後の状況変化により変更の可能性があります。 

 

記 

 

1．出張の取扱いについては、以下のとおりとします。 

 (1) 研究費による出張は、中止又は延期を検討の上、出張する場合は、感染予防に十分注意してください。 

 (2) 校務出張は、原則禁止とします。ただし、やむを得ない事情で出張する場合は、各局長又は学部長、

研究科長若しくは機構長の許可を得た上で、総務部総務課まで連絡してください。また、既に出張申

請が認められているものについても、同様の取扱いとしてください。 

(3) 出張を取り止めた場合は、出張報告書により適正な処理をしてください。 

2．緊急を要しない会議等（学外者との打合せを含む。)は、中止、延期又はメール会議等での実施を検討し

てください。 

3．懇親会や歓送迎会等の開催、又はそれらに参加することは、自粛してください。 

4．休日の不要不急な外出は、控えるようにしてください。特に、多数の方が集まるイベント等に参加する

ことは、自粛してください。 

5．小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等の一斉臨時休業に伴い、所定の勤務日又は勤務時間の就

業が難しい場合は、所属長へ申し出てください。 

6．公共交通機関により通勤する教職員に限り、時差出勤を認めます。ただし、所属長は業務に支障がない

よう調整してください。なお、時差出勤に関する手続等については、別途人事部人事課から案内します。 

以上 

 

＜本件に関する問合せ先＞             

1,2,3,4について：総務部総務課 加藤（内線 7101） 

5,6について：人事部人事課 岩間（内線 7403） 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000599698.pdf


新型コロナウイルスを防ぐには

ウイルス性の風邪の一種です。発熱やのどの痛み、咳が長引くこと（１週間

前後）が多く、強いだるさ（倦怠感）を訴える方が多いことが特徴です。

感染から発症までの潜伏期間は1日から12.5日（多くは5日から6日）といわ

れています。

新型コロナウイルスは飛沫感染と接触感染によりうつるといわれています。

重症化すると肺炎となり、死亡例も確認されているので注意しましょう。
特にご高齢の方や基礎疾患のある方は重症化しやすい可能性が考えられます。

まずは手洗いが大切です。外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などに

こまめに石けんやアルコール消毒液などで手を洗いましょう。

新型コロナウイルス感染症とは

日常生活で気を付けること

飛沫感染
感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイル
スが放出され、他の方がそのウイルスを口や鼻などから吸
い込んで感染します。

接触感染

感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの
物に触れるとウイルスがつきます。他の方がそれを触ると
ウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触ると粘膜から
感染します。

ひまつ

せき

けんたいかん

発熱等の風邪の症状が見られるときは、学校や会社を休んでください。

発熱等の風邪症状が見られたら、毎日、体温を測定して記録してください。

持病がある方、ご高齢の方は、できるだけ人混みの多い場所を避けるなど、

より一層注意してください。

咳などの症状がある方は、咳やくしゃみを手で押さえると、その手で触った

ものにウイルスが付着し、ドアノブなどを介して他の方に病気をうつす可能

性がありますので、咳エチケットを行ってください。



その他、ご自身の症状に不安がある場合など、一般的なお問い合わせについて

は、次の窓口にご相談ください。

こんな方はご注意ください

一般的なお問い合わせなどはこちら

＜都道府県の連絡欄＞

次の症状がある方は「帰国者・接触者相談センター」にご相談ください。

風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続いている
（解熱剤を飲み続けなければならないときを含みます）

強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/

kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html

センターでご相談の結果、新型コロナウイルス感染の疑いのある場合には、
専門の「帰国者・接触者外来」をご紹介しています。

マスクを着用し、公共交通機関の利用を避けて受診してください。

「帰国者・接触者相談センター」はすべての都道府県で設置しています。
詳しくは以下のURLまたはQRコードからご覧いただけます。

※ 高齢者や基礎疾患等のある方は、上の状態が２日程度続く場合

聴覚に障害のある方をはじめ、電話でのご相談が難しい方 FAX 03-3595-2756

厚生労働省相談窓口 電話番号 0120-565653（フリ―ダイヤル）

受付時間 9:00～21:00（土日・祝日も実施）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html




＜感染経路の特徴＞

◆これまでに国内で感染が明らかになった方のうちの８割の方は、他の人に
感染させていません。
◆一方、スポーツジム、屋形船、ビュッフェスタイルの会食、雀荘、スキーの
ゲストハウス、密閉された仮設テントなどでは、一人の感染者が複数に感染
させた事例が報告されています。

このように、集団感染の共通点は、特に、

「換気が悪く」、「人が密に集まって過ごすような空間」、「不特定

多数の人が接触するおそれが高い場所」です。

感染拡大を防ぐために

新型コロナウイルスの集団感染を防ぐために

国内では、散発的に小規模に複数の患者が発生している例がみられます。
この段階では、濃厚接触者を中心に感染経路を追跡調査することにより感染
拡大を防ぎます。

今重要なのは、今後の国内での感染の拡大を最小限に抑えるため、

小規模な患者の集団（クラスター）が次の集団を生み出すことの防止です。

※「小規模患者クラスター」とは

感染経路が追えている数人から数十人規模の患者の集団のことです。

国民の皆さまへのお願い

◇ 換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空間に集団で集まる
ことを避けてください。

◇ イベントを開催する方々は、風通しの悪い空間や、人が至近距離で会話する
環境は、感染リスクが高いことから、その規模の大小にかかわらず、その開催

の必要性について検討するとともに、開催する場合には、風通しの悪い空間
をなるべく作らないなど、イベントの実施方法を工夫してください。

これらの知見は、今後の疫学情報や研究により変わる可能性がありますが、現時点で最善と
考えられる注意事項をまとめたものです。

厚生労働省では、クラスターが発生した自治体と連携して、クラスター発生の早期探知、専門
家チームの派遣、データの収集分析と対応策の検討などを行っていくため、国内の感染症の専
門家で構成される「クラスター対策班」を設置し、各地の支援に取り組んでいます。

令和2年3月1日版


